




はじめに 

母子保健法の制定以来 20 年を経過したが、その間に種々の関係施策が実施され,効果を上

げてきた。しかし地域においてはなお多くの課題をかかえ,もう一歩の踏みこみが出来ない

状況が見られる。本県の場合も,一通りの施策は整備されているものの,内容においては更

に検討を要するものが少なくない。特に課題とされる点は,県内各地域間の格差を縮少する

ことと,健診・指導・治療に関する体系の確立であると思われる。昨年度の本研究結果を基

礎にして,サービス内容の向上に関する本年度成果を報告する。 


